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この PDFでは『圏論の基礎』[1]に載っている形*1の「余米田の補題」を証明する．

定理 1. C を圏，F : Cop → Setを関手として，P : y ↓ F → C をコンマ圏から得られる
関手とする．このとき a ∈ C に対して全単射

HomĈ(F, y(a)) ∼= HomCy↓F (P, ∆a)

が存在する．

証明.「fibration」のPDFより圏同型DFib(C) ∼= Ĉが成り立つ．この同型で F, y(a) ∈ Ĉ

に対応する discrete fibrationを P, Qとすれば全単射

HomĈ(F, y(a)) ∼= HomDFib(C)(P, Q)

が得られる．「fibration」の PDFによれば，P, Qはそれぞれコンマ圏から得られる関手

P : y ↓ F → C, Q : y ↓ (y(a)) → C

である．このときコンマ圏の普遍性により，DFib(C)の射 P → Qは自然変換 y ◦ P ⇒

*1 余米田の補題と言ったら「余米田の補題」の PDFで証明した形の定理を指すことが多いため，この形の
余米田の補題は nLab[2]ではMacLane’s co-Yoneda lemmaという名前で載っている．[1]によればこ
れは Kanの定理らしい．
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∆(y(a))と 1対 1に対応する．
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C

y ↓ F

=⇒
y

y(a)

P

従って

HomĈ(F, y(a)) ∼= HomDFib(C)(P, Q)
∼= Hom(Ĉ)y↓F (y ◦ P, ∆(y(a)))

∼=
∫

x∈y↓F

HomĈ(y ◦ P (x), ∆(y(a))(x))

=
∫

x∈y↓F

HomĈ(y(Px), y(a))

∼=
∫

x∈y↓F

HomC(Px, a)

∼= HomCy↓F (P, ∆a)

となる．
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